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附属AFC構内ステーションの放牧牛に飛来する

　　　　　アブ，ハエ類の出現種とその数

　　敷日格楽＊・竹田謙一＊＊・久馬忠＊＊＊・松井寛二＊＊

　＊岐阜大学大学院連合農学研究科（信州大学）

＊＊ 信州大学農学部食料生産科学科
＊＊＊ 信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター

要　　約

　本研究の放牧地における飛来昆虫の種類を同定し，それら飛来昆虫の季節消長および日周期【生を調べた。

その結果，アブ類はおずか5種のみであり，他地域に比べ極めて単純な種構成だった。また，ハエ類はイエ

バエ科が4種同定された。他地域と比べ，油虫はほぼ同じだったが，刺咬性，非刺咬性の割合は大きく異な

り，刺咬性はほとんどいなかった。さらに，アブ類は，午前中に多く認められたが，飛来数が極端に少なく，

明確な日周期性は認められなかった。ハエ類の日周期性は気温の変化と同調し，その飛来数は気温の上昇と

ともに増加した。

キーワード　アブ，ハエ，季節消長，日周期性，放牧牛

緒　　言

　有効な粗飼料生産基地である放牧地の利用は，粗

飼料自給率の向上や物質循環に最も適合した畜産形

態につながると考えられる。しかし，アブ，ハエ，

マダニ類といった衛生害虫による疾病の媒介や，そ

れに伴う放牧牛の体重減少が深刻な問題となってお

り，その利用が敬遠されている。刺咬性，非刺咬性

を問わず，衛生害虫の多くは，ピロプラズマ病や牛

白血病，ピンクァイなどの疾病の媒介者となってい

る13＞。また，ウシは刺咬，吸血から逃れるために頭

振り，身震い，尻尾振りなどの身繕い行動を多く発

現する5－7・15＞。筆者らレ3）はこれまで，放牧地におけ

る飛来昆虫と放牧牛の身繕い行動に関する一連の研

究を行っており，アブ，ハエ類の放牧牛への付着に

よって，身繕い行動が極めて多くなり，その結果，

放牧牛の安定的な維持行動は実行できず，摂食量や

Table　1．　Meteorological　collditfoll　du血g　experimel／ts

日増体量を低下させることを示唆した。しかし，い

ずれの報告も，飛来昆虫を肉眼観察で記録したので，

刺咬性または非刺咬性を区別して記録できなかった。

そこで本研究では，附属AFC構内ステーションに

おける放牧牛に飛来する昆虫を採集し，その種類を

同定した。併せて，それら昆虫の季節および日周期

性も調査した。

材料および方法

1．供試牛および調査地

　標高約770mに位置する信州大学農学部附属アル

プス圏フィールド科学教育研究センター構内ステー

ションで飼養管理されている26頭（3－14歳）から

なる黒毛和種牛群の中から無作為に1頭（5歳）を

供試牛として選び，この供試牛に飛来した昆虫を採

集した。また，前述の牛立から4頭（4　6歳）を

追跡調査牛として選び，これら供試牛に飛来したア

Experilnellt　date　Temperature（DC）＊　Humidity（％）＊　Wind　velocity（m／s）＊ Weather

May．22

Jun．24

Jul．30

Aug．26

Sep．26

0ct．25

Average

22．3±2，4

26．5±4．5

31．8±2．6

29．5±2．9

20，8±2．3

17．6±3．7

　24．8

39，6±8．2

42．3±9．9

56．6＝ヒ5，4

54，7＝ヒ8．4

54．9±5．7

50．3＝ヒ12．6

　49，7

0．9±0．3

0．9±0，4

0．5±0．3

0．4±0．2

0．4±0．2

0．5±0．3

　0．6

Sunny

SUnny

Sulmy

SUImy

Sunny

Sun町

穿Values　are　shown　as　mean（9：00　15：00）．
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ブ，ハエ類を数えた。前述の牛群は，通常，5月上

旬から10月下旬までオーチャードグラス（1）αの傭

gJo初θ箔α如五）やケンタッキブルーグラス（．Poα

ヵ雇碑廊五．）が優漏する人工草地に輪換放牧され

ており，8：3015：00まで時間制限放牧され，

15：00一翌朝8：30まで運動場で飼育された。そし

て，実験は0．8haの実験牧区へ供試牛を既存の牛群

とともに日常の飼養管理どおりに放牧して実施した。

　実験中，放牧地における気温および湿度を電子式

データロガ（Thermo　Recorder　TR－72S，テイア

ンドデイ）を用いて6時間（9：00－15：00）連続

的記録し，風速を携帯型風速計（Wind　Speed

meter　CW－20，　Custom）を用いて，30分間隔で記

録した。実験日はすべて晴天で，実験中の気象は，

おおむね安定していた。（Table　1）。

2。飛来昆虫の調査

　2002年5月から10月下旬まで，毎月1回，ウシに

飛来する昆虫を調査した。

　飛来昆虫種の同定は，上記供試牛を放牧地内で捕

捉し，日陰にならない場所の牧棚に繋いだ。そして，

牛体の左右両側に飛来するハエ，アブ類を常法’5・20）

に従って，捕虫網で15分間採集した。採集時刻は各

調査日とも10：00，12：00および14：00の1日3回

とした。採集した飛来昆虫は70％アルコール溶液で

保存し，そしてハエ類とアブ類の種を同定し，さら

に，ハエ類については，刺咬性と非刺咬性の比率を

算出した。

　また，飛来昆虫の日周および季節消長の調査では，

追跡調査牛に飛来した昆虫数をアブ類とハエ類に区

別し，両者の個体数を1頭あたり1日7回（9：00，

10：00，　11：00，　12：00，　13：00，　14：00，　15：

00），ウシの左右側面および頭部に飛来した昆虫数

を間隔を空けずに3回繰り返して計測し，その平均

値を観察1回あたりの飛来昆虫数として日周期性を

検討した。最終的に7回分のデータを平均し，各供

試牛に飛来した昆虫数として季節消長を検討した。

3。統計分析

　調査月を要因とした一元配置分散分析により飛来

昆虫数の変化を解析した。分散分析の結果，有意で

あった場合のみ，Tukey－Kramer法を用いて各月

の飛来昆虫数を多重比較した。

結　　果

　放牧牛に飛来したアブ類，・・工類の内訳をTable

2に示した。採集された飛来昆虫のうちアブ類の飛

来は6－8月まで，わずかLO　2．4％にすぎなかっ

た。また，5月，9月および10月にはアブ類は全く

認められなかった。一方，飛来昆虫のほとんどはハ

エ類であった。そのうち，5－10月目で刺咬性類が

L5－3．8％程度であり，・・工類の9割以上は非刺咬

性のハエ類であった。

　飛来昆虫の種構成，出現月の推移をTable　3に示

した。放牧牛に飛来するアブ類の出現開始は種に

よって異なっていた。すなわち，6月下旬にはニッ

ポソシロフアブ（距ゐα照sゆ汐。耽πs）カミ，7月

下旬にはニッポソシロフアブに加え，アカウシアブ

Table　2．　The　proportioll　of　pest－fly　co11ected　from　grazing　cattle

Flies May．22（％）　Jun．24（％）　Jul，30（％）　Aug．26（％）　Sep，26（％）　Oct．25（％）

Taballidae　fiies

Bitillg　flies

NOI1－biti119且ies

0

3．2

96．8

1，0

2．9

96．1

2．3

3．8

93．9

2．4

3．1

94．5

0

2．9

97．1

0

1．5

98．5

Table　3．　Species　of　Taballids　alld　Muscids　collected　from　grazing　cattle

Species May．22　Jun．24　Ju1．30　Aug．26　Sep．26　0ct．25

Taballidae

Asillidae

Muscidae

距ろ侃〃so加ツs％耀s

距ろ翻36s’γ匿goηzイs

πろ侃z‘sη吻。η細5

乃伽耀sフ頭4θη∫

P707照61zz4∫夕θ∫o溺。多6s

S’077¢o捌∫σα10π7襯∫

翫θ辮α’oわ日置γ♂忽％s

ルノπsoαろθ忽ガ

ル勧soα『o溺θsオガ。π

お

十
十
十

十

十
十
十
十

十
十
十
⊥
－
十
　
÷
÷
十
十

十
十
十
十

÷
十
十
十

十
十
十
十

十

十
十

＊Cross　letter　shows　existence　of　pest－Hy．
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（7セろαη％s　6加二ysz〃πs），ウシアブ（Tαゐαη％s

’γ忽。彫‘s），ヤマトアブ（7．励α％3‘sγ碗4召πs），シオ

ヤアブ（P％o辮α6伽s夕θso航π∫）カミ採集され，その

うちの4種が刺咬性であった。そして，8月下旬で

は，非刺咬性であるシオヤアブを除き，7月に採集

された刺咬性アブ4種全てが採集された。5月22日，

9月26日および10月25日の調査ではアブ類は全く認

められなかった。

　ハエ類は，5月にクロイェバェ（躍π∫oα加z9の，

イェバェG曜鷹6α40㎜θs’此α），ノサシバェ

（翫翻α’o伽”γ磁η∫）の3種が確認され，刺咬性

はノサシバエのみであった。そして，6－9月目か

けて，先の3種に加え，刺咬性であるサシバエ

（S’o窺。那6α♂oガ磁ηs）カミ確認された。10月ではノ

サシバエを除き，3種が採集された。

　そして，それら昆虫の飛来数は，調査月によって

大きく異なった。すなわち，5月には全く出現しな

かったアブ類は7月および8月に三体へ飛来した

（Fig．1）。一方，ハエ類は5月の調査時から毎月

確認されたが，5月での飛来数は極めて少なく，平

均6．4±2．2匹／頭だった（Fig．2）。そして，6月以

降，その飛来数は多くなり，7月には最高値（平均

222，0匹／頭）となり，6月の個体数の約3倍に急増

した。8月になると，ハエ類の飛来数は平均95．9
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匹／頭と減少し，さらに，9月には平均58．3匹／頭，

10月には平均27．1匹／頭と減少した。

　ハエ類において，その飛来数は月により有意に異

なった（F，，41＝59．6，P〈0．01）。7月はどの月より

も有意に多く（P〈0．01），6月，8月，9月は，

5月および10月より有意に多く観察された（P〈
0．01）。

　Fig．3に放牧牛に飛来したアブ類の日周期性を示

した。なお，5月および9月，10月には全く出現し

なかったので，6月，7月，8月のみ示した。6月

の調査では，アブ類は12：0014：00にのみ出現し

た。しかし，その飛来は極めてわずかであり，平均

0．3－0．7匹／頭が認められたに過ぎなかった。その

後，7月の調査では，9：00－11：00（平均
1．7－2．0匹／頭）および14：00（平均0．4匹／頭）に，

8月では，9：0011：00（平均1．3　L7匹／頭）ぴこ

のみ出現した。ハエ類は5月の調査では，放牧牛に

飛来した個体数は少なく（平均6．4匹／頭），顕著な

日周期性は認められなかった（Fig，4）。そして，

6月，7月の調査では時間経過とともに飛来数は

徐々に増加し，6月には14：00（平均136．7匹／頭）

に，7月には13：00（平均281．3匹／頭）にピークを

示した。8月，9月の調査でも同様に飛来昆虫数は

時間経過とともに10：00－13：00まで増加傾向を示
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Fig，4　Daily　periodicity　of　the　Muscidae　alighted　on

　　the　surface　of　grazing　cattle

し，13：00以降，やや減少した。10月も9月と傾向

は同じだったが，飛来数は9月の約半数にも満たな

かった。

考　　察

　調査期間を通じて，5種（うち1種は非刺咬性）

のアブが採集された。今まで本邦産のアブ類として

9属70種18）が記録されて以来，さらに多くの種が記

載されている。しかし，放牧地や牛体上などから得

られた種は限定されており，新潟県では10種ゆある

いは11種23）であり，長野県志賀牧場では16種24）が確

認されている。これらの報告と比較すると，本放牧

地では5種しか飛来せず，極めて単純な種構成をな

していると言える。ニッポソシロフアブの分布18）は

北海道から沖縄まで日本列島に広く見られるが，特

に北日本地方では優占種であることが多い13）。また，

各地域における優占種は全く異なり，必ずしも近県

の優占種が一致しているわけでもはない。例えば，

フタスジァブは島根県三瓶山々麓8）および茨城県岩

間町11）での優占種であり，他地域では必ずしも多く

ない13＞。また，秋田県ではホルパートアブ14），岩手

県ではアオコアブ14），宮城県ではアカウシアブ16）の

比率が高い。本研究ではアブ類の飛来数は極めて少

なく，優占種を特定するまでには至らなかった。

　このような種構成に地域差が生ずる原因の一つと

して，アブ類の発生場所があげられる。アブ類の内，

アカアブなど11種は湿地や小流沿いの湿性土壌中に，

ジャージーアブ，アオコァブの2種は林床土壌中に，

ニッポンシロフアブは牧草地または畑地の土壌中に

幼虫が生息していた14）。本放牧地は他地域に比べ比

較的乾燥しており，湿地や小流沿いの湿性地がない。

したがって，このような開放された環境に放牧地が

位置していることが，種構成の少なかった原因と考

えられる。さらに，アブ，ハエ類の成虫の飛来活動

と気象要素（気温，湿度，風速，気候）は密接に関

係しており8・11・12），特にアブ類の活動は気象要素の

影響を受けやすい13）。これまでにニッポンシロフア

ブは，気温20－30℃，湿度50－70％，キノシタシロ

フアブは気温25－30QC，湿度50　70％，ヨスジメク

ラアブでは，気温25℃前後，湿度7090％の範囲内

で出現数が多いと報告されている21）。本放牧地付近

には，林地や畑地は多いものの，湿地や小川が全く

存在せず，全調査期間中（5　10月）の平均気温と

湿度はそれぞれ，24．8℃（17．6－31．80C），49．7％

（39．6　56．6％）だった。したがって，アカウシア

ブ，ニセアカウシアブやニッポソシロフアブの幼虫

が生息する林地，草地や畑地が存在し，平均気温が

出現の最適温度であっても，他地域より湿度が低

かったことが，少ないアブ類の出現数の原因であっ

たと推察された。

　一方，ハエ類ではイエバエ科の4種が採集され，

クロイエバエ，イエバエの個体数が最も多く，刺咬

性であるサシバエおよびノサシバエは極めて少な

かった（4％以下）。更科・工藤22）は北海道におけ

る放牧牛に飛来するハエ類を調査した結果，採集さ

れた個体数のうち，ノサシバエは38．9％を占め，全

道的に広く分布することを報告した。また，岩手県

の種山牧野と厨川林政草地での調査ではノサシバエ

が著しく優占し，両調査地とも80％以上を占めてい

た10）。これらの報告と比較すると，アブ類と同様に

本放牧地で採集された吸血性サシバエおよびノサシ

バエの個体数は顕著に少なかった。ノサシバエは放

牧牛の排泄直後の新鮮糞を産卵場所とし，そこが主

な発生源であることが知られている4・B・17鋤。また，
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放牧地におけるノサシバエ個体群の維持は，そこで

の発生源の役割をもつ放牧牛の数，密度などの放牧

規模，気象や天敵，その他の生物要因によって左右

される11）。一方，サシバエは畜舎内外の敷料，堆肥，

サイレージ残渣などが幼虫の好適生息場所であると

報告されている11）。したがって，これら刺咬性ハエ

類が少なかった原因として，本放牧地は他地域に比

べ比較的湿度が低く乾燥しており，排泄された糞の

乾燥の進行が早く，糞が産卵場所にならなかったと

考えられる。また，サシバエについては，本論牧地

付近の酪農家の存在が考えられる。すなわち，本放

牧地一帯は，酪農家が多く点在しており，そのほと

んどが牛舎内での繋ぎ飼育，またはフリーバーン方

式を採用している。これらの飼育場所には，サシバ

エが好む環境要因1Dがあるので，サシバエが本誌牧

地以外の場所へ誘引されたとも考えられる。しかし，

本放牧地に近いウシの飼育場所に飛来する昆虫種や

その数を調査していないので，本馬牧地において刺

咬性昆虫が少なかった原因を特定することはできFな

かった。

　北海道における調査では，アブ類の放牧牛への飛

来開始時期は，種類によって異なるものの，ほとん

どのアブ類は6月中旬であった。出現の最盛期間も

種類によって異なるが，多くのアブ類は7月または

8月であり，9月下旬には終息した21）。また，栃木

県の例では，6月中旬から始まるアブ類の放牧牛へ

の飛来は，9月中旬または10月上旬まで続き，7

－8月が飛来の最盛期だったと明らかにされてい

る13）。以上のようなアブ類の出現が多い地域では，

季節消長が報告されている。しかし，本宮牧地では

アブ類のウシへの飛来は6月下旬から8月下旬まで

認められたが，その飛来数は極めて少なく，その季

節消長を明確に捉えることはできなかった。

　岩手県の調査では，アブ類の飛来活動は，朝また

は夕方に活発になる種類もいるが，主要種の多くは

9：00頃から16：00頃に多く活動し，そのピー・クは，

蒸し暑い13：0014：00であった14）。本放牧地にお

いて，アブ類は，6月では，12：0014：00にのみ

認められ，気温が比較的高い時間帯に出現していた。

しかし，その飛来数は極めてわずかであった。その

後，7月下旬では9：00－12：00および14：00に，

8月下旬では9：00－12：00に出現したが，平均飛

来数は0．42．0匹／頭であり，季節消長だけでなく，

その日周期性も明確に捉えることはできなかった。

　一方，ハエ類には，明らかな季節および日周期性

が認められた。種類によって異なっているが，放牧

牛に飛来するハエ類の出現開始時期は，5月上旬か

ら6月上旬であり，最盛時期は6月下旬から9月下

旬までと報告されている22）。寒冷地である北海道23），

岩手県13）ではノサシバエは5月10日前後から出現し，

多発期は7月下旬から9月中旬であった。しかし，

その地域より温暖な栃木県13）では，出現時期が早く，

終息時期は遅く，その出現期間は北海道22），岩手

県12）の4ヵ月に比べ，7ヵ月と長い13）。本研究にお

いて，ハエ類の放牧牛への飛来は5月下旬から認め

られ，特に7月下旬の飛来数が最も多かった。また，

調査期間が10月までだったので，終息時期は明確で

ないが，10月の調査でも観察された。したがって，

追放牧地におけるハエ類の出現時期および最盛期は

寒冷地である北海道や岩手と同様であったと考えら

れる。また，岩手県の調査では，ハエ類の出現数が

少ない8月中旬以前には明瞭な日周性が認められな

かったのに対し，出現数が多かった8月中旬以後，

ハエ類の出現数は日中に最盛となる日周性が認めら

れているω。また，その日周性には活動の最盛時間

帯が12：00頃にみられる一峰性あるいは10：00頃と

14：00頃に認められる二峰性の2型が存在し，さら

に10月以後には活動の最盛時間帯が午後に移行する

傾向が報告されている11）。これら結果は，ハエ類の

日周消長が気温の変化に同調していることを示して

いる。本研究においても，飛来数は気温の上昇とと

もに増加する傾向を示し，飛来数の多い6月以後，

特に7月，8月，9月には，その飛来数のピークが

ユ3：00頃に認められた。したがって，本心牧地にお

けるハエ類の日周性は基本的には一峰性を示してい

たと考えられる。また10月においても，飛来数が減

少するものの，日周性は7月，8月，9月とほぼ同

様であった。

　以上，本研究の結果と筆者らの既報2β）とを合せて

考察すると，本放牧地においてウシは非刺咬性であ

るイエバエ類の飛来によって，身繕い行動をさらに

多く発現することが明らかとなった。さらに，これ

までアブ類やサシバエ類が放牧牛の食草行動および

休息行動に影響を及ぼすことが報告されている5・ηが，

本研究の結果から，イエバエ類の飛来だけでも，放

牧牛の生活（食草行動，休息行動）は大きく乱され

ることが明らかとなった。
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Species and numbers of alighted Tabanidae and Muscidae found on

  grazing cattle at the Campus Station, Education and Research

        Center of Alpine Field Science, Shinshu University

            AORIGELE*, Ken-ichi TAKADA**, Tadashi KYUMA*** and Kanji MATSUI**

 *United Graduate School of Agriculture, Gifu University (Shinshu University)

 **Department of Food Production Science, Faculty of Agriculture, Shinshu University

***Education and Research Center of Alpine Field Science, Faculty of Agriculture, Shinshu University

                                       Summary

   Species and number of pest flies in the experimental pasture were classified, and daily periodicity and

seasonal prevalence were examined. Results showed that there were only five species of Tabanidae, which

was very few in comparison with other areas, and there were four species of Muscidae. Although this was

the same composition of species in comparison with other areas, the rate of biting flies and non-biting flies

was vastly different, with fewer biting fiies. Furthermore, though many Tabanidae were observecl in the

morning, the number was extremely small, and a daily periodicity wasn't recognized. On the other hand,

Muscidae appeared with the sunrise, the number increased in accordance with the rise in temperature, and

then decreased after sunset.

Key word : Tabanidae, Muscidae, daily periodicity, seasonal prevalence, grazing cattle


